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１．はじめに

2012年4月24日、インド特許庁のIPDL的な役割を果たすデータベー

スの検索エンジンIPAIRS Version 2.0が公開され、インド特許情報

を入手することへの利便性が向上した。

そこで、アジア特許情報研究会では、インド特許庁が発行する年次

報告書、Official Journal of the Patent Office、IPAIRS、その

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

報告書、Official Journal of the Patent Office、IPAIRS、その

他商用データベースを活用し、インド特許情報の統計値、IPC分類

コードの付与状況など、インド特許情報を分析した。

本報告では、出願件数の経年変化、公開件数の経年変化、IPC分類

コードの付与状況などの分析結果と、その数値の留意点についてま

とめるとともに、インド特許情報検索手法の検討結果についてまと

めた。
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Ｘ．参考文献、図書、Webサイト

１）インド特許法と実務／財団法人経済産業調査会(2011年)

ISBN978-4-8065-2865-4

２）JETROのWebサイト

http://www.jetro.go.jp/world/asia/in/ip/
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・特許庁の特許実務及び手続の手引（インド）(2011年)

・模倣対策マニュアル(2011年)

・知的財産レポート(2011年)

３）インド特許庁(CGPDTM)のWebサイト

Controller General of Patents, Designs, Trademarks

http://www.ipindia.nic.in/
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Ｘ．参考文献、図書、Webサイト

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

CGPDTM : Controller General of Patents, Designs, Trademarks

http://www.ipindia.nic.in/ 参照：2012年10月1日
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Ｘ．参考文献、図書、Webサイト

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

Annual Report
http://www.ipindia.nic.in/ 参照：2012年10月1日
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インド特許庁が2005年以降毎週発行している Journal（Official 

Journal of the Patent Office）で、書誌事項を把握することがで

きる。

インドのIPDL的な役割を果たすIPAIRSでは、書誌事項の検索と、

Application Statusのコンテンツで出願番号で検索することにより、

２．Journal、IPAIRSの活用
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Application Statusのコンテンツで出願番号で検索することにより、

請求の範囲、明細書を取得することができる。
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２．Journal、IPAIRSの活用

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

Journal
http://www.ipindia.nic.in/ 参照：2012年10月1日
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２．Journal、IPAIRSの活用

IPAIRS Ver.2.0

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

http://164.100.176.38/patentsearch/search/index.aspx
参照：2012年10月1日
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Kolkata Delhi Mumbai Chennai Ahmada
bad Nagpur

Ministry of Commerce & Industry Department of 
Industrial Policy & Promotion       
 

Office of the Controller General of Patents Designs 
and Trademarks       

  The Paten Office (including Design) ○ ○ ○ ○   

３．インドの知財関連機関
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○ ○ ○ ○   
  The Trademark Registry ○ ○ ○ ○ ○  
  The Geographical Indication Registry    ○   
  

National Instritute of Intellectual Property 
Management      ○

  Patent Information System      ○
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３．インドの知財関連機関

Delhi

Ahmadabad
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Kolkata
(-2001 Calcutta)

Nagpur

Chennai
(-1996 Madras)
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(-1995 Bombay)



３．１ 特許の受理官庁

<Kolkata>
West Bengal

Bihar
Orissa
Assam

Meghalaya
Tripura
Manipur
Sikkim

<Delhi>
Delhi

Uttar Pradesh
Haryana
Punjab

Rajasthan
Himachal Pradesh
Jammu & Kashmir

Chandigarh
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SikkimChandigarh
Uttarakhand

<Chennai>
Tamil Nadu
Karnataka

Kerala
Andhra Pradesh

Pondicherry

<Mumbai>
Maharashtra

Gujarat
Madhya Pradesh

Goa
Chattisgarh



３．１ 特許の受理官庁

受理官庁 記号

Delhi (デリー) DEL

Kolkata (コルカタ) KOL、CAL

Mumbai (ムンバイ) MUM、BOM

Chennai (チェンナイ) CHE、MAS
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出願番号のフォーマット

通常出願 PCT出願（2003年以降）

nnnnn/DEL/yyyy nnnnn/DELNP/yyyy

PCT出願（2003年以前）

IN/PCT/yyyy/nnnnn/DEL

yyyyは西暦、nnnnnは通し番号、DELの部分は受理官庁
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３．２ 出願件数

１）インドの会計年度

（4月から翌年3月）で、

統計値が集計されている。

２）インド国内の出願件数は、

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

２）インド国内の出願件数は、

地域別に集計されているが、

Totalと齟齬がある。

・・・全ての地域が記載されて

イナイのでは？？？

Annual Report 2009-10 Page27
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３．２ 出願件数

３）ＰＣＴ出願から国内移行されたものは、

全てインド人以外として集計
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Annual Report 2009-10 page32 
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３．２ 出願件数

2009-10年度の出願件数34,287件

出願人居所、ルート別の件数/比率

7,044 / 20% 9 / 0%

209 / 1%

2,977 / 9%

826 / 2%

India / Ordinaly
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23,222 / 68%

India / Ordinaly

India / Convention

India / National Phase

Non Residents / National Phase

Non Residents / Convention

Non Residents / Ordinaly



３．２ 出願件数の推移
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３．２ 出願件数の推移（出願国別）
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３．３ 公開件数の推移（出願国別）
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３．３ 公開件数の推移（出願国別/比率）
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３．４ 各種データベースの比較（出願件数）

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

Annual Report
IPAIRS
MCPaIRS
CIPIS
Orbit.com
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３．４ 各種データベースの比較（公開件数）

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

Journal
IPAIRS
MCPaIRS
CIPIS

2004年12月より
公開制度始まる
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6%

8%

10%

サブグループ迄の記載無し

異常な表記

IPC記載無し

公開件数に対する比率

３．５ ＩＰＣ分類コードの付与状況
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60%

70%

80%

90%

100%

４個以上

サブルグープが付与された公開件数に対する付与された個数の比率

３．５ ＩＰＣ分類コードの付与状況
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３．Ⅹ 留意事項

DBごとの収録件数差＞

2005年4月～2012年3月までに発行された Journal に収録された

公開件数は約20万件。この中で6,236件の公開(出願番号）が2回以

上Journalに出現する。うち2件は6回も収録されている。この「多

重収録」がDBごとの収録件数差のひとつの原因。

2回収録 3回収録 4回収録 5回収録 6回収録

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

22/CHENP/2003は2005年～2010年に6回収録され、そのたびに

「(43) Publication Date」が変化。IPAIRSの

では2005/04/08発行、 では2010/04/16発行。

Orbit.comでは2005/04/08発行、PatBaseでは2005/04/08と

2010/04/16の2回発行、Thomson Innovationでは2010/03/19発行、

Shareresearchでは2010/04/16発行・・・。
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2回収録 3回収録 4回収録 5回収録 6回収録

3862件 393件 13件 5件 2件



３．Ⅹ 留意事項

IPAIRSの収録＞

特許庁が運営するIPAIRSと言えども収録は不完全。Journalに収

録された公開(出願番号）の Published Patent Applications DB、

Application Status DBへの収録率は次のとおり。

25,000件 120%
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３．Ⅹ 留意事項

ＩＰＣコード＞（「3.5 IPC分類コードの付与状況」の補足）

セクション、クラス、サブクラス、グループ、サブグループの表

記の間にスペースが有る場合、無い場合があり、検索には留意が必

要である。

例えば、H01L31/042の場合、H01L_31/042、H_01L31/042などの表

記がある。ここでは、スペースを「_」で記した。
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記がある。ここでは、スペースを「_」で記した。

異常な表記には、数字の「ゼロ」をローマ字の「オー」になって

いるものが多い。H01L31/042の場合、HO1L31/O42と表記される。
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３．Ⅹ 留意事項

異常な出願番号＞ 1784/DE/2005
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３．Ⅹ 留意事項

ヒンディー語＞

インドの特許出願に使用可能な言語は、英語と、ヒンディー語で

ある。ヒンディー語による出願比率は不明である。

公開件数＞

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

Journalが発行され始めた2005年以降、公開件数が増加している

ことがわかる。2007年の公開件数が極端に多いように、然るべき時

期に公開されない案件があるものと推定される。2008年4月～3月の

出願件数、2009年1月～12月の公開件数において、異常が認められ

る。なお、Journal、IPAIRSの公開件数には登録が含まれていない

が、CIPIS、Orbit.comの公開件数には登録が含まれているようであ

る。
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４．特許検索方法の提案

第１系統＞

サブグループレベルのIPC分類

発明の名称、請求の範囲に含まれるKWの論理和

第２系統＞

第１系統で抽出された集合の出願人を分析し、インド内国人を洗い

第９回情報プロフェッショナルシンポジウム (INFOPRO2012) 2012.10.19

第１系統で抽出された集合の出願人を分析し、インド内国人を洗い

出し、改めてインド内国人の出願人検索を行う

第３系統＞

セクションレベルのIPC分類

要約に含まれるKW

第４系統＞

請求の範囲、明細書に含まれるKW
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件数 インド内国人

2703 COUNCIL OF SCIENTIFIC & INDUSTRIAL RESEARCH 
432 BHARAT HEAVY ELECTRICALS 
378 SAMSUNG ELECTRONICS INDIA SOFTWARE OPERATIONS 
376 WOCKHARDT 
345 RANBAXY LABORATORIES 
336 LARSEN & TOUBRO 
276 TATA MOTORS 
232 INDIAN INSTITUTE OF TECHNOLOGY 
208 STEEL AUTHORITY OF INDIA 
181 TATA STEEL
172 CROMPTON GREAVES 
168 INDIAN COUNCIL OF AGRICULTURAL RESEARCH 
168 CADILA HEALTHCARE 
154 SAMSUNG ELECTRONICS 

４．Ｘ インド内国人の例
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154 SAMSUNG ELECTRONICS 
148 CIPLA 
134 DIRECTOR GENERAL DEFENCE RESEARCH & DEVELOPMENT ORGANISATION 
133 HINDUSTAN UNILEVER 
118 MATRIX LABORATORIES 
102 ALEMBIC 
98 ORCHID CHEMICALS & PHARMACEUTICALS 
91 DR REDDYS LABORATORIES 
87 ZYDUS CADILA 
85 TATA CONSULTANCY SERVICES 
83 PANACEA BIOTEC 
78 MAHINDRA & MAHINDRA 
70 AUROBINDO PHARMA 
69 IPCA LABORATORIES 
66 INDIAN INSTITUTE OF TECHNOLOGY BOMBAY 
65 DIRECTOR GENERAL DEFENCE RESEARCH & DEVELOPMENT ORGANIZATION 
62 NATIONAL INSTITUTE OF PHARMACEUTICAL EDUCATION & RESEARCH 
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インドのみに出願されている案件を抽出し、

出願人ランキングを作成

（Orbit.com / 2012年10月3日調べ)



４．特許検索方法の提案

太陽電池を事例に説明すると、第１系統では、H01L31/042、HO1L

31/O42 (ゼロをオーにしたIPCコード） と 発明の名称にPhotovolt

aicを始めとした太陽電池関連の英語KWがある案件の論理和を抽出

する。次に、第１系統で得られた集合から出願人がインド内国人を

抽出し、Moser Baer India 、Bharat Heavy Electricalsなどのイ

ンド企業の出願人検索を行う。第３系統では、セクションにHが付
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ンド企業の出願人検索を行う。第３系統では、セクションにHが付

与された案件と、要約にPhotovoltaicを始めとした太陽電池関連の

英語KWがある案件を抽出する。第４系統では、全文を対象にPhotov

oltaicを始めとした太陽電池関連の英語KWがある案件を抽出する。

第３系統、第４系統の順に目的とする技術分野に対してノイズが

増加する。

より確実に抽出を行うには、これを複数のデータベースで行い、

論理和集合を作成する。
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5. おわりに

インド特許情報は、日々容易に取得できる環境が整備されてきて

いる。商用データベースの収録状況は、満足できるレベルであるこ

とを確認した。

IPC分類がひとつの案件が多いこと、キーワードの検索対象が乏

しいことなどを踏まえ、現段階で精度良くインド特許を調査する検
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しいことなどを踏まえ、現段階で精度良くインド特許を調査する検

索方法の提案を行った。

今後は、各種データベースが全文検索を始め、より一層のデータ

充実、改善されることを期待しつつ、より精度良くインド特許を調

査する方法を検討したい。
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